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はじめに 

 

新型コロナ感染症の蔓延が長期化している中、重症化リスクの高い利用者を感染か

ら守るために高齢者・障害者施設においては、日々、感染防止に取り組んでいただい

ている事を感謝しております。 

この間、第２波、第３波と繰り返す度に感染者数が大きく増加し、先の第 4 波では

従来株から変異株に置き換わり、特に大阪府内では多くの感染者による医療逼迫が起

こったため、在宅療養や施設内療養を余儀なくされたケースもありました。今後さら

に感染力の強い変異株の流行が懸念されており、施設内療養が必要となるケースも想

定されます。 

施設内療養においては初期対応を誤れば、施設内クラスターにつながる危険性があ

るため、施設内療養者が発生した場合の対応についてシミュレーションし、事前に備

えておくことが大切です。このマニュアルは、施設内療養受け入れの際、具体的に何

をするべきかをまとめておりますので、まずはこのマニュアルを参考にして「ゾーニ

ング」と「療養環境の整備」「正しいケア方法」の徹底を図って下さい。 

  

施設内療養 

施設内 
クラスター 
防止 

ゾーニング 療養環境整備 

正しいケア方法 
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【施設内療養の準備】 

陽性者が発生したら、施設責任者からの指示によって、以下の順番で体制を整えて下

さい。初期対応では、司令塔を決めることがその後の混乱を防ぐために重要となりま

す。当初は混乱が予想されますが、施設責任者は指示役に徹して自らが動き回らない事

が混乱を最小限にとどめるために有効です。 

 

0. マニュアルを最後まで読む 

① まず初めに、施設責任者と現場リーダーはマニュアルを最後まで読みます。施

設内療養にあたってどのような対応が必要になるのか全体像の把握とあわせ

て、どの職員に何をしてもらうのかを具体的にイメージして下さい。 

② 現場リーダーはスタッフと共に、ゾーニング、必要物品の配置を行います。療

養期間は陽性者の状態等により異なりますが、当初は 2 週間分を目途に準備し

て状況により追加するなど不足が出ないように確保します。 

 

1. 必要物品の準備 

① 施設で陽性者を看ることになったら、療養に必要な衛生物品を確保しなければ

なりません。必要となる物品は施設の状況により異なりますが、以下に基本と

なる物品を示していますので参考に準備を行って下さい。 

② 初期対応分として必要な衛生物品（消耗品）を市の担当課から提供します。療

養の状況により必要分を各施設で補充して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ箱 
 蓋つきゴミ箱 
（45ℓ程度、足踏式） 

 ゴミ袋（大・小） 

清掃用具 
 掃除用洗剤 
（コロナに有効な物） 

 雑巾 
（使い捨て又は専用） 

個人防護・衛生物品 
 サージカルマスク 
 使い捨て手袋 
 防護服 
 フェイスシールド 
 消毒用アルコール 
 ペーパータオル 
 アルコールディスペンサー 

 ペーパータオルホルダー 

陽性者が発生したら 

市から初期対応分を提供 

（消耗品のみ） 
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2. ゾーニング 

ゾーニングは感染対策の基礎となります。施設内で感染を広げないために、視覚

的にはっきりと認識できる方法をとり、職員及び利用者がゾーニングを遵守できる

環境整備がポイントです。 

 

① 居室の移動が可能な場合は、他の利用者等の動線がクロスしない場所への居室

変更を検討して下さい。陽性者が複数の場合は居室を固めて下さい。 

（別紙１～３） 

② 陽性者の居室入り口に赤色のテープでレッドゾーンを明示して下さい。 

③ 居室の前に個人防護具等必要な物品を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 居室内に、使用済みの個人防護具を 

廃棄するための蓋つきゴミ箱を設置します。 

 

⑤ 濃厚接触者がいる場合は、PCR 検査の結果が出るまでは陽性者に準じた対応を

します。 

⑥ 陰性確認が出来た後は 2 週間の居室隔離を原則とします。隔離期間中は居室入

り口に黄色テープで明示し、対応は陽性者と同様に行います。 
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3. 療養環境の整備 

① 居室前に個人防護具、消毒用アルコール等を設置します。居室内に蓋つきゴミ

箱を設置し、個人防護具を外してから退室できるようにします。陽性者が認知

症等でゴミ箱に触れる可能性がある場合は写真のように廊下に配置しますが、

通行者が触れないようにスクリーン等を併せて設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 療養に必要な物品は可能な限り陽性者専用とし居室内から持ち出さないように

します。 

 医療器材（体温計、パルスオキシメーター等） 

 洗面具（ガーグルベース、洗面器等） 

 ポータブルトイレ（居室内にトイレが無い場合） 

 

 

視覚的に汚染物と 
分かりやすくする 
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【ケアの実施】 

介護スタッフは、陽性者のケアを担当する日は可能な限り他の利用者への直接的なケ

アは行わないでください。心臓、肺、腎臓に持病がある方、糖尿病等の方、妊婦等が陽

性者のケアを行うことは避けて下さい。 

 

0. 必要な手技の確認（練習） 

① 個人防護具の着脱については、以前配布したガイドラインを参考に練習して下

さい。練習の際は、実際に物品を用いて全ての防護具の着脱を一連の流れとし

て練習します。 

② 特に防護具を『外す』時に汚染面に直接触れないように、周囲に触れることが

無いように徹底することがクラスター化を防ぐ上で重要です。 

 

1. 入退室 

① 入室時 

防護服、使い捨て手袋を装着してから入室して下さい。（マスクは常時装着）食

事介助、歯磨きなど飛沫がかかる可能性がある場合は、フェイスシールドも装

着します。 

 

 

 

 

② 退室時 

居室を出る際は防護具を外してゴミ箱に捨てます。アルコールで手指消毒を行

ってから新しいマスクを着用します。 

 

 

 

 

③ 防護具を外す前に廊下側ドアノブ等に触れた場合は、使い捨て手袋を装着して

ペーパータオルにアルコールを取り、触れた部分を拭き取ります。ペーパータ

オルと手袋はすぐに廃棄します。 

④ 詰所に戻ったら石鹸で手洗いをします。 

 

アルコール 

消毒 
防護服 

フェイス 

シールド 

使い捨て 

手袋 

アルコール 

消毒 

【着用する順序】 

サージカル 

マスク 

アルコール 

消毒 

アルコール 

消毒 
防護服 

フェイス 

シールド 

使い捨て 

手袋 

【外す順序】 
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2. 日常ケア 

陽性者のケアは勤務帯ごとにできるだけ固定します。リネン交換等複数対応が必要な

場合も、副担当者を決めて実施して下さい。洗剤等を使用する場合は新型コロナウイル

スに有効な物を選択して下さい。 

 

① 食事 

 配膳及び下膳する際は、陽性者を最後に行います。 

 防護具を装着した担当者当に受け渡しをする際は、外回りスタッフは使い

捨て手袋を装着して下さい。 

 食事介助が必要な場合は、フェイスシールド等を装着して飛沫対策を十分

に行い、正面介助を避けて下さい。 

 食べ残し等は陽性者担当職員が居室内でビニール袋に密封したものを外回

り職員がひとまわり大きな袋で受け取り、二重に密閉して廃棄します。（必

ず空気を抜いておくこと。） 

 下膳は陽性者担当と外回り介助者のペアで行います。陽性者担当が食器を

トレーごと外回り介助者に渡します。外回り介助者は、直接トレー等に触

れないように大きめのビニール袋で受取って密封してから下膳します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使い捨ての食器を使用する場合は、食べ残しと同じ扱いで廃棄します。 

 下膳後は新型コロナウイルス有効な洗剤で速やかに食器洗浄して下さい。

食器洗浄機に入れる時や洗浄液に浸す時に周囲に触れないように注意して

ください。 

  

        
1 

    
2 

        
3 

    
4 
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② 排泄・オムツ交換 

 居室にトイレが無い場合は、ポータブルトイレ等を設置して陽性者が居室

から出ることが無いようにして下さい。 

 やむを得ず共用トイレを使用する場合は、陽性者が使用する場所を固定し

て他の利用者が使用することが無いようにして下さい。ドアノブや蛇口等

利用者が触れた可能性がある場所は、使用後直ちに清掃して下さい。 

 オムツ等は居室内でビニール袋に密閉してから、食物残渣と同様に外回り

介助者がゴミ袋で受け取り二重に密閉して廃棄します。 

③ 保清 

 洗面、マウスケアは居室内で行います。 

 ガーグルベース等は居室内に保管して下さい。 

 身体保清は原則的に清拭等で実施します 

 療養期間が長期になるなどして入浴が必要な場合は、他の利用者との接触

に配慮して最後に入浴します。陽性者が触れた可能性がある場所は、入浴

後すぐに清掃します。 

④ 衣類・リネン類の取り扱い 

 使用後の衣類やリネン類は居室内でビニール袋に密封してから洗濯に出し

ます。取り扱いは食器等と同様に外回り介助者とペアで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 洗濯機に移す時は洗濯ものが周囲に触れない 

ように注意してください。 

 

 念のため他の利用者とは別に洗濯して下さい。 

 体液等で汚染されている場合は、次亜塩素酸 

ナトリウム等で 30 分浸け置きした後洗濯します。  

        
1 

    
2 

        
3 
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3. 清掃・ゴミの廃棄 

① 居室内の清掃 

 1 日に 1 回はベッド回り、床頭台、その他陽性者の手が触れる場所を、新

型コロナウイルスに有効な掃除用洗剤で拭き取ります。 

 バケツ等の掃除用具は陽性者専用として下さい。 

 雑巾はできるだけ使い捨ての物を使用してください。ペーパータオル等を

活用することも可能です。 

 拭き取りに使ったペーパータオル等はビニール袋に密閉してから廃棄して

下さい。 

 

参考（新型コロナウイルスに有効な洗剤 NITE） 

https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html 

 

 

② ドアノブ（廊下側）の消毒 

 陽性者居室の廊下側ドアノブは、各勤務帯に 1 回拭きとりをして下さい。 

 アルコール等で拭き取ります。必ず手袋を装着して下さい。 

 

③ ゴミ捨て 

 感染防止のため、ゴミ袋がいっぱいになる前にゴミを捨てて下さい。 

 ゴミ捨ての際は必ず手袋を装着して下さい。 

 ゴミ袋の内側に触れないように注意して

ゴミ箱から外します。（折り返し部分の外

側を持つ） 

 この時、袋内の空気をゆっくりと抜いて

密閉します。外回り介助者が一回り大き

なゴミ袋で受け、二重に密閉してから廃

棄します。 

 ゴミ袋を持ち出す際は、通常の動線とク

ロスしない非常口等から行って下さい。 

 ゴミ捨て後は手指消毒及びマスクの交換

をして下さい。 

  

収集業者の方の 
安全のために 

 

 ゴミ袋の空気をしっかり抜いて

おくことは、パッカー車等に積

み込む際に破裂する危険性を

抑え、収集作業をする方の安

全につながります。 
 

 事業ゴミを契約している場合

は、契約先と事前に相談をし

て、『ゴミ袋に赤テープを貼る』

など、収集作業をする方が安

全対策を取るための目印を決

めましょう。 
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陽性者が発生したら 

陽性 PCR 検査 濃厚接触者 居室隔離 

陰性 

◍ 保健所 ◍ PCR 結果が出るまでは 

推定陽性として扱う 

◍ 衛生物品、ゴミ箱を配置 

◍ 保健所 

施設療養 

陽性者 入院 入院調整 居室隔離 

◍ 保健所（大阪府が調整） 

◍ 患者属性・症状により判断 

◍ 直ちに居室隔離 

◍ 衛生物品、ゴミ箱を設置 

◍ 本マニュアルを参照 

・居室移動、ゾーニング 

・日常ケア 

◍ 健康観察（保健所に報告） 

 ・体温、酸素濃度 

 ・身体症状など 

★ 全ての職員、利用者の名簿を提出（濃厚接触者確定のため必須） 

 ◍ 氏名、フリガナ、生年月日、性別、住所 

◍ 症状の有無、ワクチン接種状況、基礎疾患 

 ◍ 職員 

・職種、出勤日 

・陽性者との接触状況（居室担当、食事介助など） 

 ◍ 利用者 

・利用日、介護度、ADL 自立度 

  ・入居者の場合は居室番号 

  ・陽性者との接触状況（食事、レクの配席など） 

◍ 本マニュアルを参照 

・居室移動、ゾーニング 

・日常ケア 

◍ 健康観察 

 ・体温、身体症状など 

・異常あれば保健所へ報告 

名簿提出 

施設責任者に情報を集約してください。 
保健所等外部との連絡は施設責任者に固定します。 
陽性者、濃厚接触者のケアを担当する職員は限定する。 



  



 

  

ゴミ

ゴミ

陽性者が1人の場合（居室を移動できない場合）

⇒ 衛生物品
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⇒

非
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口
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⇒
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陽性者が複数の場合
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者

陽
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陽性者が多数の場合（ユニット全体がレッド等）
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参考 



  



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


